
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度 事 業 報 告 書

」雌」墨堕堕勤二上_」二2上金:壁菫」壁墨塾全

1 事業の成果

地域活動において、商店街や地元団体と連携をした事業を区内全域でおこなうことで、さまざま
な相乗効果と地域間交流のきっかけをつくることができた。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 3,666 】千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)

疋 訳 に記 取
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

党盃
対象者
範囲

覚盃
対象者
人数

事業費
(千円)

(2)葛飾区の

文化振興に寄与

する事業

かめあリフェスティバ

ル

(5回開催)

令和 4年 5月 10日

令和 4年 7月 10日

令和 4年 10月 16日

令和 4年 12月 18日

令和 5年 1月 15日

令和 5年 3月 5日

アリオ亀有 各回 7名

(合計 35名 )

一般見学者 各回 100名 程度

(合計 200名 )

1,881

(2)葛飾区の

文化振興に寄与

する事業

下町ライブ in堀切 令和 4年 10月 9日 堀切地区

センター

70名 一般見学者

600名 405

(3)葛飾区の

地域振興に寄与

する事業

第 38回葛飾区産業フェ

ア
令和 4年 10月 14日

10月 15日

10月 16日

テクノプラザ

かつしか
各日2名

(合計 4名 )

一般見学者
150名

※当会ブースの

み

38

(3)葛飾区の

地域振興に寄与

する事業

第 20回水元公園 wakate

フェスタ

(音楽イベント、
ス トリー トパフォーマ

ンス等)

令和 4年 11月 5日 都立水元公園 50名 一般見学者

10,000 e
1,342

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)



書式第 14号 (法第 28条関係)

令和 4年度 活動計算書 (その他事業が上五場合)

事 業 報 告 用

か つ 手産業人会

そ
科 目

金  額 小計・合計 金  額 小計・合計
合計

140.000
10=000 140,(XЮ

(1) 区の文化振興に寄与する事業収入

0 0

1,252,500
2.273.710

:3)520,210 ■52Q210

3.666.217 3.666.217

3,6●3,300
1,381

3,668,890

■ 5田 .

(1)葛飾区の文化振興に寄与する事業費

交際費
通信費
支払手数料
保険料

1

1,050'

216
1,895

365

1.0821

4,α旧 4,608

4. 4,1

3.673.498 3,673.`

当  期 A B -7.281 -7.281

災害損失

当 」旧 饉 C D

理
-7.281 -7,281

0

3.423.612
3_416.331

III 二_亘亜亜亜亜|

タト ロ

用  ]

日  1日  月



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 4年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人かつしか着手産

科 目 金   額

現金預金
短期貸付金

966,106
1,000,000
1,862,285

:13.828.391

【A】 資 産 合 計 ①+② 3,828,391

387,625未払金

412.0旧К

412.06(

3,4231612
-7,281

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 3,828,391

小 計・ 合 計

■ 1口i f 冒ヤ  (3)・+・ (4) |



令和 4年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計 によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当なし

2)固定資産の減価償却の方法
該当なし

(3)引 当金の計上基準
該当なし

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当なし

(5)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込方式により処理しております

2.事 業別損益の状況

Ｑ
ｕ 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

該当なし

4 使途等が制約された寄附金等の内訳
該当なし

5 固定資産の増減内訳
該当なし

ハ
０ 借入金の増減内訳

該当なし

7 役員及びその近親者 との取引の内容

該当なし

8 その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

該当なし

科 目
事 業 事 業 事 業 事 業

事業部門計 管理部門 合計

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

ｖ

ｎ

Ｖ

I 経常収益
1・ 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益

経常収益計

・ 人件費
.その他経費

会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

経常費用
事業費

Π
一
．

２
　
３



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 4年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人かつしか着手産業人会

〔単位 :円 |

令  額 ′」ヽ   言十 合   計

)椰

現金預金

現金 手許有高
普通預金 三菱UFJ銀行葛飾支店

短期貸付金

有限会社高田紙器製作所
未収入金

未収事業収入 (地域振興
未収事業収入 (文化振興

198,090
768,016

1,000,000

1,548,000
314.285

'3.82&301

ｒＬ
Ｌ
ｉ
ｆ

２

　

　

　

　

固

:壼産

定量産

10他の資重

【A】 資 産 合 計 ①+② 3,828,391

【: 】  1目 L の  部

」El

未払費用
未払事業費 (文化振興
未払事業費 (法人会計

預り金

287,625
100,000
24,435

412.0

2
ｒ
ｉ
Ｌ
虚

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 412,060

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 3,416,331

__________⊥ _________________________且 _______

]



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和4年度年間役員名簿 〈前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特 宇非堂剰I活動法 人 かつ しか着手産業人会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該 当者のみに記入)

氏   名

1

ノ
ロ

ヽ

製壁ブ
。監事

ヒルマサヤカ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年 月

月

日

日年昼間さやか

2 ○
監事

? 
^ 

A7-rt+ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日増村直紀

●
０

ノ
~ヽ

t邑ジ監事
イヌカイタカアキ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日大飼暁明

■
■

ノ
~ヽ

t登り・監事
カサイマサノリ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年 月

月

日

日年葛西賢規

〓
υ

ノ
~ヽ

t窒ヲ・監事
クガユウジ 令和4年4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日久我祐司

´
０

´ ヽ
理事 駐ヽジ

F-f rt<*= 令和4年4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日田中麻紀子

７

‥ 理事 。監事

年  月  日

年  月  日

年  月 日

日年 月

8 理事 。監事

年  月 日

日年 月

年 月

月

日

日年

9 理事・監事

年  月  日

年 月 日

年  月  日

午  月  日

10 理事・監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年 月 日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人_二三≧二塑笙董壬道当L璧主_

氏   名

1 昼間さやか

2 噌村直紀

3 犬飼暁明

4 高西賢規

5 久我祐司

6 高田照和

7 野口卓

□ 田中麻紀子

9 瀧澤一郎

10 宇佐美透


